
○開発技術の概要 

従来は主に強度情報を距離に換算し、複数ビーコンからの距離を算出すること

で位置を推定する手法がとられていました。しかし、数メートル離れると距離

あたりの強度変化が減少するうえ、反射波が存在する環境では強度が変動する

ため正しい測距が困難でした。 

本方式は複数の信号に異なる指向性を持たせてビーコン信号を送信すること

で、従来方式では求めることができなかった出発角の計算を可能としました。  

複数ビーコンからの出発角情報をもとにスマートフォンは自らの位置を高い精

度で計算することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠いビーコン(数m)の信号は，強度から距離
を推定することが難しい位置精度劣化

ビーコンBビーコンA

スマートフォンはA・Bの強度

から距離（円の半径）を推定
し円の交点から位置を算出

遠いビーコン

??

強度変化：小

従来の方式

信号 #1

#2
#3

#4

信号#5

#6 #7 #8

スマートフォンは信号のレベル差から出発角を推定
AとBの出発角から三角法で自らの位置を計算

出発角A 出発角B

各ビーコンからはBLE 

(Bluetooth Low Energy) 規格の
信号を4通りの指向性で送信

ビーコン装置A ビーコン装置B

ビーコンからの距離に依らず常に安定した位置推定が可能

本方式


